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 通常枠の「A類型」、「B類型」という名称を廃止

 「デジタル化基盤導入枠」を廃止、インボイスに特

化した「インボイス枠（インボイス対応類型・電子

取引類型）」を新設

 「インボイス枠」の「インボイス対応類型」で、小

規模事業者に対して一部高い補助率を設定し、強力

な支援を実施

 「インボイス枠」の「電子取引類型」は、大企業も

補助を受けることが可能

 EC機能をもつITツールが補助の対象外となる

インボイス対応類型電子取引類型類型名

中小企業・小規模事業者等大企業等補助事業者

1/22/3※24/5、3/4※12/31/2補助率

～20万
円

～10万
円

50万円超～
350万円50万円以下～350万円補助額

レジ・券
売機等

PC・タブ
レット等インボイス対応会計・受発注・決済ソフトインボイス対応受発注ソフト補助対象経費

※1 小規模事業者については補助率は4/5。中小企業については補助率は3/4
※2補助額50万円超の際の補助率は、補助額のうち50万円以下については3/4（小規模事業者は4/5）、50万円超については2/3

＼インボイス対応のITツールを導入するなら補助率が高いインボイス枠を活用しましょう／

 「gBizIDプライム」アカウントの取得

 「SECURITY ACTION」宣言の実施

 「みらデジ経営チェック」実施

• 地域未来投資促進法の地域経済牽引事業計画の承認
• クラウドを利用したITツール導入の検討
• くるみん・えるぼし認定
• 賃上げの事業計画の策定、従業員への表明、事業計画の達
成

など…公募要領参照

複数社連携IT導入枠の「参画事業者」は、gBizIDプライムの取得は
不要です。
通常枠でのみ「みらデジ経営チェック」の実施が要件となります。
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公募要領等のご確認
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「gBizIDプライム」アカウ
ントの取得、「SECURITY 

ACTION」宣言の実施

「みらデジ経営
チェック」の実施

IT導入支援事業者との
マッチング・ITツールの

選定

＜導入したITツール＞
IT導入支援事業者（株式会社TKC）のサポート体制が手厚い会計ソフト「FX4ク
ラウド」、結果試算表の作成が2か月から1か月に短縮！財務データをもとに、
会社の未来をじっくり考える余裕ができた。

課題：試算表の作成に2ヶ月！時間のかかる経理業務を効率
化したかった

 製造業

＜導入したITツール＞
販売管理システム「PCA商魂DX」と指定伝票発行システム「伝助」を連動させ、
自社仕様へのカスタマイズが可能に！結果、延べ１２時間かかっていた伝票発
行業務が、２時間で完了！

課題：約５万件分の販売管理業務を自社システムで行うこと
に限界を感じていた

 卸売業

交付申請以降はIT導入支援事業者がサポート！


